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国語 ５：００ ５：００ ５：００
算数 ３ 3０ ５ ００ ５ 0０
｢環境関連活動」 ６ 0０ ６ 0０ ７ 3０
英語 ３ 0０ ３ 3０
第２言語 １ 0０ １：００
宗教 l：1５ ２ 0０ ２：００
｢朝の会」 １：1５ ＊ １ 1５ ｌ：１５
｢休み時間」 ｌ：1５＊ ２：３０ ２：３０
体育 １：１５ ＊ ｌ：1５ １：１５
課外活動 ０：３０＊＊ Ｏ：３０＊＊ ０：３０＊＊
選択科目 ０：３０＊＊
計 ２０：００ ２７：３０ ３０：００
区分 学年






















































道徳 O:４５ ０:４５ O:４５ Ｏ:４５ Ｏ:４５ Ｏ:４５
特別活動 0:４５ ０:４５ 0:４５ 0:４５ ０:４５ ０:４５
総合的な学習の時間 ０ ０ 2:１５ 2:１５ ２:２１ ２:２１
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課 1年 2年 3年 4年 5年
１ 私たちと学校 私たちと学校 植物 植物 植物
２ 私たちの家 私たちの家 私たちのまわりの動物 私たちのまわりの動物 ﾗiiﾑたちのまわりの動物
３ 庭に来る動物 私たちのまわりにいる動物 私たちが使うもの 私たちが使うもの 私たちと市場
４ 水と遊び 水と遊び 私たちの食べもの 私たちの食べもの 私たちの食べもの
５ お正月 お正月 私たちスリランカ人 私たちスリランカ人 私たちスリランカ人
６ 私たちに見える空 私たちに見える空 安全と用心 安全と用心 安全と用心
７ 私たちの食べもの.飲みもの 私たちの食べもの.飲みもの 水 水 水
８ 情報を得る方法 情報を得る方法 交通 交通 交通
９ 周囲の変化 周囲の変化 家の庭 家の庭 家の庭
10 好き-嫌い 好き-嫌い 暮らしを楽にするもの 暮らしを楽にするもの 暮らしを楽にするもの
11 私たちに必要なものを入手する方法 私たちに必要なものを入手する方法 風 風 風
1２ 安全なお出かけ 安全なお出かけ 大地と空 大'11と空 大地と空
1３ 明かりと遊び 明かりと遊び 私たちの町 私たちの町 私たちの町
1４ 人々力Viiiいているところ 人々が働いているところ 人と情報 人と情報 人と情報
1５ 周囲のいろいろなもの 周囲のいろいろなもの 発展 発展 発展









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学年 食品 栄養 調理 衛生 その他
１ 様々な食べものと飲
み物の名称，食品の
仲間分け（動物性と
植物性),飲みものと
しての水,主食の米．
可食の植物．
体の成長と食事，食事
の種類（朝食・昼食．
夕食)，朝食の重要性
調理方法，米から飯へ
の変化，果物の ￣
ス，サラダ作りの提
ﾌ]て．
調理や喫食における
衛生，台所の衛生．歯
の働きと歯磨き，手洗
いの重要性．
食事作法,食事作りへの
参加，栽培．
２ 炭水化物を多く含む
食品(米粉･小麦粉）
の加熱による変化
食品の仲間分け（炭
水化物性の食品，動
物性，植物|生)．
動物性と植物性の食
品を組み合わせて摂
取することの重要性，
体の成長と健康，葉菜
を摂取することの重
要,性．
生食と栄養，保護者に
よるおやつ作り．
病気にならない生活パ
ターン,きちんとした食
事時間．
３ 主食，主食と一緒に
食べるもの，食品に
含まれる栄養．
食事の種類（朝食，昼
食，夕食)，栄養的に
バランスのとれた食
事，食品の鮮度と栄
養．
調味臨や砂糖の量と
味)．調理実習（ピタ
ミンの豊富なジュー
ス)．
食物の傷みの判別法
(悪臭，ねばり，色の
変化，虫がわく，カビ
の発生），傷んだ食物
と健康．
食習'償と作法(食前･食
事中・食後），テーブノレ
セッティング．
４ 食品の仲間分け（体
内における働き，入
手法）
体内における食物の
３つの働き，その働き
を満たす食事の大切
さ．
栄養成分を損失しな
い調理方法（生食，短
時間の加熱)，調理時
の清潔な身支度（エプ
ロンの着用，手拭用の
布巾)，衛生的な調理
方法．
食物・台所・調理器具
の衛生状態を保持す
る方法，不衛生な食物
でおこる病気とその
予防法．害虫よけの力
バー作り．
適切な時間に食事をと
る重要性．食物の入手
法，栽培
５ 地域の農産物の加
工，昔と今の食品の
保存方法，加工（日
干し,塩漬け,缶詰・
瓶詰),保存実習とそ
の経過観察．
を促し，健康
事の実践．
調理と栄養成分の損
失（洗浄，加熱)，生
食の利点，栄養成分を
保持する調理，調理実
習（サラダやジュー
ス）
食と衛生，衛生的な調
理．
地域の農産物(種類,価
格，生産量，流通）
加工場の見学,テーブル
セッティング,野菜･果
物・穀物等の栽培．
l傷
スリランカにおける食に関する教育
れていることから。他の課においても食教育が扱われ
ている可能性がある．今後の検討課題であろう．
物など植物のグループに分けたり，あるいは生と加熱
したものとのグループに分けたり，魚や海藻などいわ
ゆる「海のもの」と肉や野菜など「山のもの」に分け
たりしてみることが考えられる」と小学校「家庭」
の「解説」に記されている麺食品の仲間分けの学習
をスリランカではｌ～４年生で繰り返すことで。様々
な食品を組み合わせて食べることの大切さを学ばせよ
うとしているのであろう．しかし，その仲間分けがど
のような視点で配列されているのかは不明である．
栄養素に関し，炭水化物とビタミンのみが出現して
いた．日本では，栄養に関して，以前の学習指導要領
では．小学校で５大栄養素名はもちろん，無機質やビ
タミンのいくつかの名称，それらの各栄養素の体内に
おける働きが，内容の１つとして明示きれていた"１．
現行で。５大栄養素に関するそれらの基礎的事項は中
学校で学習することになったが301.2008年３月に発表
された新しい学習指導要領では。再び５大栄養素名と
体内におけるそれぞれの働き力歎I､学校の内容に加えら
れている31;・小学校で栄養素名とその働きについて。
日本では若干の変更はあるものの取り扱われているが，
スリランカでは取り扱われていないといえる．スリラ
ンカの「環境関連活動」では。生徒の日常の生活場面
から題材を選び，総合的に授業を展開することが推奨
されているので．栄養素名やその働きのように，生徒
が具体的に実感できない内容は扱われていないと思わ
れる．小学校でめざすべきは様々な食品を組み合わせ
て食べることの大切さを認識しそのことを日常の生
活場面で実践化することであると考えるとスリラン
カの「環境関連活動」について検討した筆者らとして
は，日本の小学校「家庭」で栄養素名やその働きを学
ぶことに関して疑問を感じる．
しかしながら。スリランカの「環境関連活動」では
同じような内容が繰り返し扱われ，必ずしも易しい内
容から難しい内容へと系統的に配列されているとは思
われない．例えば先に述べたように食品の仲間分け
や，調理と栄養成分の関係がいくつもの学年で取り扱
われていたり。食品添加物の概念にはふれずに，食品
の保存例の１つに添加物を使用した缶詰瓶詰がしめ
されているからである．学んだことを生活場面で実践
化できる力をつけるために．繰り返して学ぶことは必
要である．同時に，限られた時数でより授業効果をあ
げることも重要である．生活単元学習の形態をとりな
がら。学問の系統,性を勘案しつつ内容を精選すること
が求められるであろう．
なお，筆者らは。「環境関連活動」において食教育
は７課及び４課で扱われていることを目次から推測し
た．しかしキーステージ２と３の４課に。例えば４
年生でエプロンの．５年生でクッションの製作が含ま
3．要約
前報に続いて，小学校３－５年生に課せられている
｢環境関連活動」の教師用ガイドブック（シンハラ語）
の目次と食に関する学習を扱っていると思われる４課
を分析しスリランカの小学校における食に関する教
育の実状を検討した．
その結果．「環境関連活動」における食に関する教
育は生徒たちの生活次元に即して単元が構成され。歌
や劇や絵で学習内容を表現したり，あるいは布を使っ
て製作したりして生徒たちが楽しく授業に参加できる
ように組み立てられていた
学習内容としては，１．２年朱と同様に，栄養，食品↑
調理，食品衛生などに関する様々な生活事象が取り上
げられていた．それらの学習が，生徒の身の回りから
次第に地域へ目を向けさせながら展開されるように組
み立てられていたまた．３～５年生でも１．２年生と
同様に理論だけでなく実物にあたって体験的，具体
的に学ぶ教授方法が推奨きれていた．しかしスリラ
ンカの教育の実状を勘案した場合,体験的なあるいは
具体的な学習がどれくらい。またどのように行われて
いるか明らかにするまでには至らなかった．今後の検
討課題であろう．
また」～３年を通してみた場合。同じような内容が
数学年で扱われるなど繰り返しが多く，しかもその難
易度が必ずしも学年進行に即していないように思われ
た．スリランカにおける教育改革の課題といえよう．
本研究は,2006～2008年度科学研究費補助金基礁研
究（Ｂ）（課題番号18330204）によって行われた研究
の一部である．
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資料の翻訳にあたっては木村悠子氏と加藤尚子氏に
ご助力いただいた．ここに記して感謝の意を表する．
注
I）２００６年９月及び２００７年８月にペラデニヤ大学人文
学部教育学科講堂において。第１回及び第２回イ
ンクルーシブ教育をめざす教員養成スリランカー
2０
桑畑美沙子・古田弘子・プラサードセートウンガ
ないインデイカ種であることと，その調理法のた
めである．米を煮ながら途中で上に浮いたネバネ
バを捨てるのだ」とある（PllO）この炊き方
を後掲参考文献８）で中尾は「湯取り法」と命名
し、「湯取り法と，後期炊干し法が両立している
地域には．セイロン，ビルマ，タイなどがインド
とともにでてくる（ｐ23)」と記しているまた，
筆者の桑畑が２００６年に訪問した一般家庭でも．
写真７のように，アルミ製のなべに軽いふたをし
て加熱し沸騰したら湯をすくい出していたよう
に記憶している近年‘都市では電気炊飯器を使
う家も多い．
日本研究会議（TbacherTrainingTbwardslnclusive
Education：SriLanka-JapanResearchConferenＣｅ）
を開催しているまた，２００７年７月にダルガタウ
ン教員養成カレッジ．スリー・パーダ教育養成カ
レッジ，及び中央ﾅﾄ|ヌワラエリヤ県ハットン教育
事務所開催の特殊教育教員研修の場で，筆者のう
ち古田と桑畑がそれぞれ日本における特別支援
教育を専門としない学生対象の授業実践及び食教
育の中でのインクルーシブ教育の実践について報
告し，参加者と意見交換を行っている
Z）スリランカでは，１．２年生をキーステージＬ３
・４年生をキーステージ２．５年生をキーステージ
３と区分している
3）後掲参考文献７）に「道徳のほかに宗教を加える
ときは，宗教の授業時数をもってこの表の道徳の
授業時数の一部に代えることができる」とある
4）表５の］・２年生の部分には前報と若干異なる部
分がある」～５年生を通して再度点検をした結果
が表５である以下の報告では表５の訳を用いる
5）表４のシンハラ語では，１年生と２年生の７課の
最後の文字が異なっているシンハラ語の表記ミ
スである翻訳を担当した加藤によると．教師用
ガイドブックには，この個所に限らず，いくつか
の表記ミスがあるという．途上国であるスリラン
カの教育状況を示唆する－つの現象といえるだろ
う
6）後述するが４年生の「４４」の内容に「草」の例
として「ゴトゥコラ」や「カンクン」が示され，
それらの食材をサラダやメッルンに調理すると記
されていることから，前報で「草」と訳していた
シンハラ語は「葉菜」を意味していると判断した
7）本報では朝食，昼食，夕食，それに「おやつ」
を総括した概念として，「食事」という語句を用
いている前報で述べたように，初等教育では
１１：００～１１：３０に「おやつ」の時間が設定され，
そこで子どもたちは軽食をとっていること，後掲
参考文献10）によると午前１０時及び午後３時
から４時ごろにお茶を飲み，夕食前の夕方にもお
茶を飲み‘おやつを食べるとあり，午前１０時，
午後３時から４時ごろにお茶については後掲参考
文献１４）にも記されていること，スリランカで
は紅茶に砂糖やミルクがたっぷりと使われている
ことから．「おやつ」も含めた概念とした
8）調理・加工されたものを総括した概念として，
「食べもの」を用いている
9）調理・加工きれる前の状態の食材と食べもの
を総括した概念として，「食物」を用いている
１０）上記の４つの目標が「4」」「4.2」「４３」「４４」と
して示されている以下では､その目標ごとに示
されている記述内容を，それぞれ単元ととらえ
「4」」「４２｣，「4.3」「４４」と略して示す．
11）表６－８における（）は著者の補いである
12）後掲参考文献10）のに「パサパサしているとい
う印象を受けるがこれは米の種類が粘り気の少
写真７－股家庭での炊飯
（2006年９月，筆者搬影）
青年海外協力隊としてスリランカで障害児療育
を支援してきた森原美保氏は「(カレーという食
べ物は)，ここ（＝手）でⅢねることによって］
回目の咀噛をしている（スリランカでは)，ここ
で咀噌をして，唇に絶対つけるなって言われて，
舌の方にのせて飲み込むと辛くないだから，味
わうというよりも飲み込む」と語っていた
(2007年３月熊本大学教育学部における聞き取り）
後掲参考文献９）に，シンハラの人々にとって
curryは英語で，これをシンハラ語に訳せば
｢ウイヤンジヤナヤ」「マールワ」「ホッダ」でⅢ
より詳しく言うと「タルバドゥ（スパイス）を入
れて煮た料理」と記されている（ｐ84）日本で
様々な食材を砂糖や醤油で調味して煮物にするよ
うに‘スリランカでは様々な食材をココナッツミ
ルクや塩，それにいろいろなスパイスで調味して
煮物にされていると．筆者はとらえているそれ
らのすべての煮物にターメリックが用いられると
は限らないので，必ずしも色は黄色くないしか
し．「ミリス（唐辛子)」がほとんどの煮物に用い
られるので，ピリ辛感を強く感じ，カレーと思っ
てしまうのである本論文でのカレーは，「タル
バドゥ（スパイス）を入れて煮た料理」を意味し
ている
米粉を水とココナッツミルクで溶いて，それを
小型の中華鍋状の専用鍋でクレープより薄く焼い
１３）
'４）
'５）
スリランカにおける食に関する教育
2１
て作るなお，後掲参考文献９）１０）１４）１５）で
は米粉とあるが（それそ､れ，ｐ84-85,p」１０，ｐ,62,
p８８)､高桑史子（2004）「スリランカ海村社会の
女性たち（八千代出版）では「米と雑穀の粉」
(P319）と記されているまた後掲参考文献９）
lo）では「焼く前に一晩発酵させる」とある
でもない限り，おかずは2,3品程度であるＪとあ
る
２１）教師用のガイドブックの作製はNationallnstituに
ｏｆEducation（国立教育研修研究所）が担当してい
る
２２）スリランカでは海藻の食習慣はない．
２３）電気の普及率は804％である冷蔵庫の普及率に
関する正確なデータは示せないが家庭訪問や学
校訪問の経験から冷蔵庫の普及率は低く，保有し
ていても曰本のように大型とは思えないので，あ
らゆる食品が低温で保存されているとは考えられ
にくい
なお，電気の普及率に関しては下記の「スリラ
ンカ政府統計局ｗｅｂサイト」による
【http://wwws[atisticsgov｣k/HIES/HIES％202007/Ho‐
using％20characteristicspdfHouseholdlncomeand
ExpenditureSurvey-2006/07,DepartmemofCensus
andStatistics,SIiLankal
24）４年生と５年生の原本には，章に数字が付いてい
なかったので,表７と８では目標ごとに「４１」
「4.2」などを筆者らが付けた．また，学年によっ
て＊や☆の印が異なっているが，これは原本（シ
ンハラ語）のままで示してある
25）後述するように，現行と２００８年３月に発表され
た学習指導要領で，栄養素名の取扱いに関しては
差異があるが，主に含まれる栄養素によって食品
を３つのグループに分けることに関しては差異は
ない．
26）表６の「４１」で示されている果物は．日本の果
物に比べいずれも糖分が多くて甘いことと，ビタ
ミンＡやＣの含量が少ないことから黄群にしたほ
うが適切かもしれない
27）筆者が2006年９月に訪問した中央州マータレ県、
lNl政府立Wijieyapala校の家庭科室の設備として
は，図］のように1台のガスコンロ（プロパン)，
1台のオーブン，1つの流し，１台の足踏みミシン，
２台のベッドのみであった．なお，部屋の広さは，
日本の通常学級と同じ程度であった
28）2006年９月の時点で１５歳（女）「手芸が大好き」
と次頁の作品を見せてくれた．写真１０の手芸
は‘自宅のミシンを使って作ったと聞いたミシ
ンの使い方は母親から習ったとのこと，学校では
作り方に関する説明はあったが実際に縫ったり
作ったりすることはなかったと語っていた．なお
母親は小学校教諭．訪問当日彼女が着ていた服も，
母の手作りだった（2006年７月）
29）前掲注１５）の「スリランカ海村社会の女性たち」
（Ｐ319）に，「アツパー」や「インデイーアッ
パー」に関して「以前は自宅で粉を挽く段階から
作っていたが今は出来合いの市販品を購入する
家が多いＪとある
30）2007年７月にスリランカ教育省を訪問し家庭科
担当部長のBSCPerera女史に聞き取りをした
その結果，家庭科教育は中等教育では６～９年生
写真８市販の「アッパー」
（2007年７月筆者搬影）
写真９
スーパーマーケット横の「アッパー」屋
於：中央１１１キャンディ県
（2007年７月．筆者搬影）
16）米粉を湯で練り，筒に入れて麺状に押し出し
蒸篭で蒸して作る
17）雑穀の粉で作ったビスケット状のパン，あるい
は何も入っていないお好み焼き状の食べもの後
掲参考文献１０）で「小麦やとうもろこし，ヒエ
の粉（p」１０)」「とうもろこしの粉」（ｐ236)‘１５）
で「クラッカン（シコクビエの粉)」（Ｐ52）で作
ると記している
18）前報で述べたように，スリランカのカレーは．
日本の「副菜」というより「副副菜」に近い大
盛りの飯に，様々なカレーをちょっぴりのせて,
それを飯と混ぜて食するだから「４２」の下位
●●●●■●■●
目標の３つ目に「主な主食と‘一緒に混ぜて食べ
●●●
るもの」と記載されていると思われる．
19）削ったココナッツの胚乳部砕いたドライフィ
シュ,細かく刻んだ赤玉葱や唐辛子を，塩とライ
ムで味付けして作る飯や「インディーアッ
パー」に少々ふりかけて，あるいは「アッパー」
に包んで食べる．
２０）後掲参考文献の10）の１１２頁に「一般家庭では客
2２
桑畑美沙子・古田弘子・プラサードセートウンガ
側できる
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新社，東京．
11）森枝卓士（1998）手で食べる？．ｐ1-40,福音館
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図１家庭科室の概略図
於：中央Ⅱ､|マータレ県，州政府立WWijicyapala校
（2006年９月筆者観察）
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写真ｌｏ手作りの手芸品
（2006年９月，筆者撮影）
でPracticalTbchnicalSkill（４科目で構成，以下
PTS）の中のｌ教科として必修，１０～１３年生で
１３科目の中のｌ教科として選択で課されていた
31）以下の４行はシンハラ語歌詞と思われるので日
本語に訳してない．
32）ＰＴＳの授業で作ったものかもしれない学校訪問
の際，筆者が貰ったもの．脱気してあり，保存性
が認められた
33）日本では小学校及び中学校の家庭科の教科書は２
社から出版されている．ここでは，それぞれシェ
アーの高い教科書の記述を例示した
34）スリランカ製の市販瓶詰のマンゴーチャツネの
Ingredients(材料)に，「PermittedPreservative（211）
＆Colours(102)（110)」の語句が記されていた
なお日本では，市販瓶詰のマンゴーチャッネに
食品添加物の保存料，着色料は使用されていない
ようである
また，スリランカ製の市販瓶詰ケチャップの
Ingredients（材料）にも，「PermittedPreservatlve
（223)」の語句が記されていたなお，日本では，
市販瓶詰のケチャップ（日本製，およびアメリカ
製）に食品添加物の保存料は使用されていないよ
うであるこれらのことからも，スリランカでは
瓶詰に食品添加物の保存料が使用されていると椎
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